
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 9,308 4,977

826

概　算
人件費

0.10 0.10

0 0 0 826

0 0 0 12 0

Aの
財源

7,963 3,644

507 507

目標 成果 達成状況

27予算案 成果目標の達成状況

H26末
（見込）

H27

性に関する指導者
研修会参加者数 250人

4,151

子どもの性被害防
止教育キャラバン
隊の派遣学校数

105校

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 8,482 4,151

0 0 0 8,482

合計 0 8,482 4,151

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度 27要求

成果目標・
事業内容

○子供たちの「危険を察知し回避する力」の育成を図る。
○各学校における課題への対応能力の向上を図る。

（単位：千円）　

H28
目標

補正予算

合計（A)

「性に関する指導者研修会」の
開催

直接
全国研修会への性に関する指導者候補教員の派遣
及び県主催研修会の実施（各年１回）

0 507 507

（予算案）

「子どもの性被害防止教育
キャラバン隊」の設置・派遣

直接

教育委員会に「子どもの性被害防止教育キャラバン
隊」を設置し全県立高校へ派遣して、性被害防止に
係る「性に関する指導」及び「情報モラル教育」を実
施

0 7,975 3,644

項目 実施方法 H27実施内容
H26 H27

（当初） （要求）

４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H27

県が関与
する理由

～

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

文部科学省の事業委託要項により、委託先は都道府県または政令指定都市とされている。

県民との協働による実施： 検討中

目指す姿
インターネットやスマートフォン等の情報通信機器の飛躍的な発展・普及や性情報の氾濫など子どもを取り巻く社会環境が大きく変化して
いるなか、子どもが性被害の被害者にも、また加害者にもならないようにするため、学校外の人材活用や教員の指導力向上により学校に
おける効果的な性に関する指導の推進を図る。

現状
（予算編成

時）

○性に関する全国研修会職員派遣　１回
○性に関する指導者研修会開催　１回（総合教育センター）

（指摘事項等） （対応）

要求からの主な変更点 必要性を考慮し、行政嘱託員の雇用経費等を減額

事業番号 15 08 01 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 性被害防止に向けた指導充実事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室 保健厚生課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail hokenko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実


